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1. 平成27年3月期第1四半期の連結業績（平成26年4月1日～平成26年6月30日） 

 

(2) 連結財政状態 

(注)「自己資本比率」は、(期末純資産の部合計ー期末新株予約権ー期末少数株主持分)を期末資産の部合計で除して算出しております。  

(1) 連結経営成績（累計） （％表示は、対前年同四半期増減率）

経常収益 経常利益 四半期純利益
百万円 ％ 百万円 ％ 百万円 ％

27年3月期第1四半期 12,675 △2.5 2,675 △29.2 1,496 △40.1
26年3月期第1四半期 13,012 2.7 3,779 130.3 2,499 631.0

（注）包括利益 27年3月期第1四半期 3,859百万円 （―％） 26年3月期第1四半期 △259百万円 （△129.5％）

1株当たり四半期純利益
潜在株式調整後1株当たり四半期

純利益
円 銭 円 銭

27年3月期第1四半期 8.76 8.75
26年3月期第1四半期 14.28 ―

総資産 純資産 自己資本比率
百万円 百万円 ％

27年3月期第1四半期 2,444,460 119,878 4.6
26年3月期 2,342,793 118,423 4.7
（参考）自己資本 27年3月期第1四半期 113,628百万円 26年3月期 112,258百万円

2. 配当の状況 

（注）直近に公表されている配当予想からの修正の有無 ： 無 
 

年間配当金
第1四半期末 第2四半期末 第3四半期末 期末 合計

円 銭 円 銭 円 銭 円 銭 円 銭

26年3月期 ― 3.00 ― 4.00 7.00
27年3月期 ―
27年3月期（予想） 3.50 ― 3.50 7.00

3. 平成27年 3月期の連結業績予想（平成26年 4月 1日～平成27年 3月31日）  
（％表示は、通期は対前期、四半期は対前年同四半期増減率）

（注）直近に公表されている業績予想からの修正の有無 ： 無  

経常収益 経常利益 当期純利益
1株当たり当期純

利益
百万円 ％ 百万円 ％ 百万円 ％ 円 銭

第2四半期(累計) 24,400 0.6 4,200 △27.2 2,200 △32.8 12.87
通期 48,800 1.0 8,600 △19.1 5,000 △27.2 29.26



(1) 当四半期連結累計期間における重要な子会社の異動（連結範囲の変更を伴う特定子会社の異動） ： 無 

(2) 四半期連結財務諸表の作成に特有の会計処理の適用 ： 有 
 詳細は、添付資料P.2「２．サマリー情報(注記事項)に関する事項」をご覧ください。 

(3) 会計方針の変更・会計上の見積りの変更・修正再表示 

 詳細は、添付資料P.2「２．サマリー情報(注記事項)に関する事項」をご覧ください。 

(4) 発行済株式数（普通株式） 

※四半期レビュー手続の実施状況に関する表示 
 この四半期決算短信は、金融商品取引法に基づく四半期レビュー手続の対象外でありますが、この四半期決算短信の開示時点において、金融商品取
引法に基づく四半期連結財務諸表のレビュー手続が実施済です。 

※業績予想の適切な利用に関する説明、その他特記事項 
 本資料に記載されている業績見通し等の将来に関する記述は、当行が現在入手している情報及び合理的であると判断する一定の前提に基づいており、
実際の業績等は様々な要因により大きく異なる可能性があります。 

※ 注記事項

① 会計基準等の改正に伴う会計方針の変更 ： 有
② ①以外の会計方針の変更 ： 無
③ 会計上の見積りの変更 ： 無
④ 修正再表示 ： 無

① 期末発行済株式数（自己株式を含む） 27年3月期1Q 176,334,000 株 26年3月期 176,334,000 株
② 期末自己株式数 27年3月期1Q 5,489,586 株 26年3月期 5,521,702 株
③ 期中平均株式数（四半期累計） 27年3月期1Q 170,812,686 株 26年3月期1Q 175,013,367 株
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１．当四半期決算に関する定性的情報 
 

（1）連結経営成績に関する定性的情報 

当第 1四半期連結累計期間（平成 26 年４月１日～平成 26 年 6 月 30 日）の業績につきましては、経常収益は、 

貸出金利息および有価証券利息配当金の増加により資金運用収益が増加しましたが、貸倒引当金戻入益の減少に

よりその他経常収益が減少したことから、前第１四半期連結累計期間比３億 37 百万円減少して 126 億 75 百万円

となりました。一方、経常費用は、貸倒引当金繰入額の増加によりその他経常費用が増加したことから、前第１

四半期連結累計期間比７億 68 百万円増加して 100 億円となりました。以上により、経常利益は、前第１四半期連

結累計期間比 11 億４百万円減少して 26 億 75 百万円、四半期純利益は、同 10 億３百万円減少して 14 億 96 百万

円となりました。 

 

 

（2）連結財政状態に関する定性的情報 

当第１四半期連結会計期間末（平成 26 年６月 30 日）における財政状態につきましては、総資産は前連結会計

年度末比 1,017 億円増加して２兆 4,444 億円、純資産額は同 14 億円増加して 1,198 億円となりました。 

主要な勘定科目につきましては、貸出金は法人貸出が減少したことから、前連結会計年度末比 23 億円減少して

１兆 5,423 億円、有価証券は同 466 億円増加して 7,263 億円、預金・譲渡性預金は個人預金、法人預金、公金預

金ともに増加したことから、同 843 億円増加して２兆 1,612 億円となりました。 

 

（3）連結業績予想に関する定性的情報 

平成 27 年３月期の業績予想につきましては、平成 26 年５月８日公表の数値から変更ありません。 

 

 

２．サマリー情報（注記事項）に関する事項 

 

（1）四半期連結財務諸表の作成に特有の会計処理の適用 

○税金費用の計算 

連結子会社の税金費用は、当第１四半期会計期間を含む年度の税引前当期純利益に対する税効果会計適用 

後の実効税率を合理的に見積り、税引前四半期純利益に当該見積実効税率を乗じることにより算定しており

ます。 

 

（2）会計方針の変更・会計上の見積りの変更・修正再表示 

   (会計方針の変更) 

 「退職給付に関する会計基準」（企業会計基準第 26 号 平成 24 年５月 17 日。以下、「退職給付会計基準」

という。）及び「退職給付に関する会計基準の適用指針」（企業会計基準適用指針第 25 号 平成 24 年５月 17

日。以下、「退職給付適用指針」という。）を、退職給付会計基準第 35 項本文及び退職給付適用指針第 67 項

本文に掲げられた定めについて当第１四半期連結会計期間より適用し、退職給付債務及び勤務費用の計算方

法を見直し、退職給付見込額の期間帰属方法を期間定額基準から給付算定式基準へ変更するとともに、割引

率の決定方法を単一割引率から単一加重平均割引率（デュレーションアプローチ）へ変更しております。 

退職給付会計基準等の適用については、退職給付会計基準第 37 項に定める経過的な取扱いに従って、当

第１四半期連結会計期間の期首において、退職給付債務及び勤務費用の計算方法の変更に伴う影響額を利益

剰余金に加減しております。 

この結果、当第１四半期連結会計期間の期首の退職給付に係る負債が 26 億 70 百万円増加し、利益剰余金

が 17 億 25 百万円減少しております。また、当第１四半期連結累計期間の経常利益及び税金等調整前四半期

純利益に与える影響は軽微であります。 
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３．四半期連結財務諸表

（１）四半期連結貸借対照表

　

(単位：百万円)

前連結会計年度
(平成26年３月31日)

当第１四半期連結会計期間
(平成26年６月30日)

資産の部

現金預け金 68,925 114,901

コールローン及び買入手形 282 10,278

買入金銭債権 281 268

商品有価証券 - △0

金銭の信託 8,000 10,082

有価証券 679,717 726,376

貸出金 1,544,694 1,542,355

外国為替 1,155 1,318

リース債権及びリース投資資産 9,328 9,143

その他資産 11,276 11,845

有形固定資産 22,561 22,725

無形固定資産 2,828 2,555

繰延税金資産 1,298 1,065

支払承諾見返 3,829 3,610

貸倒引当金 △11,383 △12,061

投資損失引当金 △3 △3

資産の部合計 2,342,793 2,444,460

負債の部

預金 1,926,546 1,953,399

譲渡性預金 150,450 207,850

コールマネー及び売渡手形 63,146 5,068

債券貸借取引受入担保金 13,287 88,142

借用金 15,693 12,309

外国為替 29 29

社債 27,000 27,000

その他負債 10,153 10,722

役員賞与引当金 30 -

退職給付に係る負債 10,890 13,167

役員退職慰労引当金 12 6

睡眠預金払戻損失引当金 313 294

偶発損失引当金 188 185

再評価に係る繰延税金負債 2,799 2,796

支払承諾 3,829 3,610

負債の部合計 2,224,370 2,324,582

純資産の部

資本金 14,697 14,697

資本剰余金 8,795 8,793

利益剰余金 75,381 74,468

自己株式 △1,706 △1,696

株主資本合計 97,167 96,263

その他有価証券評価差額金 14,894 16,978

土地再評価差額金 2,756 2,756

退職給付に係る調整累計額 △2,560 △2,369

その他の包括利益累計額合計 15,090 17,364

新株予約権 29 30

少数株主持分 6,135 6,219

純資産の部合計 118,423 119,878

負債及び純資産の部合計 2,342,793 2,444,460

決算短信 （宝印刷）  2014年07月31日 19時19分 1ページ （Tess 1.40 20131220_01）

㈱宮崎銀行(8393)　平成27年3月期第1四半期決算短信

－3－



（２）四半期連結損益計算書及び四半期連結包括利益計算書

四半期連結損益計算書

第１四半期連結累計期間

(単位：百万円)
前第１四半期連結累計期間
(自 平成25年４月１日
　至 平成25年６月30日)

当第１四半期連結累計期間
(自 平成26年４月１日
　至 平成26年６月30日)

経常収益 13,012 12,675

資金運用収益 8,127 8,316

（うち貸出金利息） 6,002 6,127

（うち有価証券利息配当金） 2,107 2,167

役務取引等収益 1,951 1,918

その他業務収益 1,695 1,531

その他経常収益 1,238 908

経常費用 9,232 10,000

資金調達費用 474 479

（うち預金利息） 162 165

役務取引等費用 750 823

その他業務費用 1,323 1,186

営業経費 6,637 6,772

その他経常費用 46 738

経常利益 3,779 2,675

特別利益 - 6

固定資産処分益 - 6

特別損失 0 8

固定資産処分損 0 8

税金等調整前四半期純利益 3,779 2,673

法人税、住民税及び事業税 354 1,216

法人税等調整額 803 △128

法人税等合計 1,157 1,087

少数株主損益調整前四半期純利益 2,621 1,585

少数株主利益 122 89

四半期純利益 2,499 1,496
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四半期連結包括利益計算書

第１四半期連結累計期間

(単位：百万円)
前第１四半期連結累計期間
(自 平成25年４月１日
　至 平成25年６月30日)

当第１四半期連結累計期間
(自 平成26年４月１日
　至 平成26年６月30日)

少数株主損益調整前四半期純利益 2,621 1,585

その他の包括利益 △2,880 2,273

その他有価証券評価差額金 △2,880 2,083

退職給付に係る調整額 - 190

四半期包括利益 △259 3,859

（内訳）

親会社株主に係る四半期包括利益 △380 3,770

少数株主に係る四半期包括利益 121 88
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（3）継続企業の前提に関する注記 

 

該当事項はありません。 

 

（4）株主資本の金額に著しい変動があった場合の注記 

 

該当事項はありません。 
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４．四半期決算短信説明資料（参考資料）

951△ 48894846うち不良債権処理額

6,8312,488△ 1,0481,440四半期（当期）純利益

-436△ 436-うち貸倒引当金戻入益

2,7791,07641,080法人税等合計

9,611

△ 75

9,687

834

708

△ 359

8,978

644

9,982

9,622

10,249

12,538

23,828

△ 306

4,022

29,735

33,451

（参考）

平成26年3月期

コア業務純益

2,44262,448業務純益（一般貸倒引当金繰入前）

うち物件費

うち人件費 3,216693,285

2,606△ 102,596

その他業務利益

役務取引等利益

資金利益

△ 22220

1,104△ 123981

7,6481877,835

うち株式等関係損益

3,564△ 1,0432,521税引前四半期（当期）純利益

△ 0△ 1△ 1特別損益

3,564△ 1,0412,523経常利益

うち債券関係損益

236

△ 1,212

11

172

△ 165

△ 5

81

87

平成26年3月期

第1四半期比

107343

1,122△ 90臨時損益

△ 83

2,4422,614業務純益

-△ 165一般貸倒引当金繰入額

2,4502,445　

6,3076,388経費（除く臨時処理分）

8,7508,837業務粗利益

平成26年3月期

第1四半期

平成27年3月期

第1四半期

（１）第１四半期決算の概況（単体）

①業務粗利益　　　預り資産手数料の減少等により役務取引等利益が減少したものの、貸出金利息等の増加により
　　　　　　　　　資金利益が増加したことから、前年同四半期比87百万円増加して88億37百万円となりました。

②経常利益　　　　株式等関係損益が増加したものの、不良債権処理額の増加および貸倒引当金戻入益の減少により
　　　　　　　　　臨時損益が減少したことから、前年同四半期比10億41百万円減少して25億23百万円となりました。

③四半期純利益　　前年同四半期比10億48百万円減少して14億40百万円となりました。　

（単位：百万円）

1,276△ 6171,231614与信関連費用

（注）1. コア業務純益＝業務純益＋一般貸倒引当金繰入額－債券関係損益

　　　2．与信関連費用＝一般貸倒引当金繰入額＋不良債権処理額－貸倒引当金戻入益－償却債権取立益
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（２）金融再生法ベースのカテゴリーによる開示

　　（部分直接償却実施後）

15,64614,5251,09215,617総 与 信

42335571426合 計

0.28%

70

17

△ 17

25年6月末比

2.70%

143

246

34

（参考）

26年3月末
25年6月末26年6月末

2.44%2.72%
開示債権の総与信に占める

割合

65135要 管 理 債 権

236253危 険 債 権

5336
破 産 更 生 債 権 及 び

こ れ ら に 準 ず る 債 権

金融再生法ベースの不良債権残高(連結)は、26年3月末比 3億円増加して 426億円となりました。
なお、開示債権の総与信に占める割合は、26年3月末比 0.02ポイント上昇して 2.72％となりました。

（単位：億円）
【 連結 】

（注）1.　上記の6月末の計数は、「金融機能の再生のための緊急措置に関する法律施行規則」第4条に規定す

る各債権のカテゴリー（以下、「開示区分」という。）により分類しております。

　　　　　また、6月末の開示区分の金額は、平成26年3月末から同年6月末までの倒産・不渡り等の客観的な事

実及び行内格付の変動等を反映させた同年6月末時点での当行の定める債務者格付・自己査定基準に基

づく各残高を記載しております。

　　　2.　債務者区分との関係

　　　　　　破産更生債権及びこれらに準ずる債権 ･･･「実質破綻先」、「破綻先」の債権

　　　　　　危険債権 ･････････････････････････････「破綻懸念先」の債権

　　　　　　要管理債権 ･･･････････････････････････「要注意先」のうち、債権毎の区分で「3ヵ月以上延滞

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　 債権」及び「貸出条件緩和債権」に該当する債権

＜参考＞【 単体 】
（単位：億円）

（単位：億円）

15,54814,4291,09615,525総 与 信

41734867415合 計

0.26%

69

12

△ 14

25年6月末比

2.68%

143

244

30

（参考）

26年3月末
25年6月末26年6月末

2.41%2.67%
開示債権の総与信に占める

割合

65134要 管 理 債 権

235247危 険 債 権

4733
破 産 更 生 債 権 及 び

こ れ ら に 準 ず る 債 権

（単位：億円）
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10,7671,16911,936③リスク・アセット等

1,2671601,427②自己資本額　　　

0.19%

25年6月末比
25年6月末26年6月末

11.77%11.96%①自己資本比率　　②÷③

（３）自己資本比率（国内基準）

平成26年6月末の連結自己資本比率は、貸出金等の増加によるリスク・アセット等の増加および劣後ローン償還に
よる自己資本額の減少により、26年3月末比0.38ポイント低下して11.96%となりましたが、国内銀行の基準値4%を
上回る水準で推移しております。

【 連結 】
（単位：億円）

10,6451,16611,811③リスク・アセット等

1,2061511,357②自己資本額

0.15%

25年6月末比
25年6月末26年6月末

11.33%11.48%①自己資本比率　　②÷③

＜参考＞【 単体 】
（単位：億円）

（注）１．自己資本比率(国内基準)は、「銀行法第14条の2の規定に基づき、銀行がその保有する資産等に照ら
　　　　し自己資本の充実の状況が適当であるかどうかを判断するための基準(平成18年金融庁告示第19号)」に
　　　　基づき算出しております。
　　　２．平成26年3月末から、バーゼルⅢ基準(新基準)にて算出しております。　　

11,833

1,460

12.34%

(参考)

26年3月末

（単位：億円）

1,391

11,751

11.84%

(参考)

26年3月末

（単位：億円）
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（４）時価のある有価証券の評価差額（連結）

　有価証券評価差額（含み益）は、26年3月末比 32億円増加して 258億円となりました。

種 類
差額

株 式

株 式

2266,5446,7711827,0287,2112586,9787,237合 計

△ 7627620△ 232,0672,044△ 5349343小 計

△ 0297297△ 111,7161,705△ 0164164債 券

△ 2281279△ 4294290△ 1122121そ の 他

△ 44843△ 75649△ 46157
連結貸借対
照表計上額
が取得原価
を超えない
も の

2335,9176,1502064,9605,1662646,6296,894小 計

372

5,456

321

連結貸借

対照表

計上額

（参考）26年3月末

364

5,319

233

取得

原価

8

136

87

差額

183

4,669

313

連結貸借

対照表

計上額

25年6月末

177

4,558

223

取得

原価

6

110

89

取得

原価

14735749そ の 他

1465,6675,814債 券

103226329
連結貸借対
照表計上額
が取得原価
を 超 え る
も の

差額

連結貸借

対照表

計上額

26年6月末

（単位：億円）（単位：億円）

022033022合 計

差　額

－－－－－－－－－
時価が連結貸借対照表
計上額を超えないもの

022033022
時価が連結貸借対照表
計上額を超えるもの

差　額

連結貸借

対照表

計上額

（参考）26年3月末

時　価

連結貸借

対照表

計上額

25年6月末

時　価差　額時　価

連結貸借

対照表

計上額

26年6月末

（単位：億円） （単位：億円）
②　満期保有目的の債券

①　その他有価証券
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（５）貸出金、預金等、預り資産残高（単体）

　① 貸出金は、個人貸出、法人貸出、公共貸出ともに増加し、前年同四半期末比 1,099億円増加して
１兆5,471億円となりました。

　② 預金等は、個人預金、法人預金、公金預金ともに増加し、前年同四半期末比 1,112億円増加して
　　 ２兆1,681億円となりました。　
　
　③ 預り資産残高は、国債の償還により公共債が減少したものの、保険、投資信託の増加により、前年
　　 同四半期末比 52億円増加して 3,736億円となりました。

69.11%67.56%1.47%69.03%中 小 企 業 等 貸 出 金 比 率

34130645351消 費 者 ロ ー ン

4,1053,9082364,144住 宅 ロ ー ン

4,4474,2142824,496う ち 個 人 ロ ー ン

10,7069,71196910,680中 小 企 業 等 貸 出 金

15,49014,3721,09915,471貸 出 金

25年6月末比

（参考）

26年3月末
25年6月末26年6月末

1,5041,7862922,078譲 渡 性 預 金

5,0884,9682205,188う ち 法 人 預 金

3,9463,8601303,990流 動 性 預 金

20,82920,5691,11221,681計

1,1421,108891,197定 期 性 預 金

5,0044,8823075,189定 期 性 預 金

7,5497,5582237,781流 動 性 預 金

12,55312,44153012,971う ち 個 人 預 金

19,32518,78381919,602預 金

25年6月末比
26年6月末

（参考）

26年3月末
25年6月末

う ち 個 人

公 共 債

う ち 個 人

1,1101,293△ 2461,047

2,0481,8582382,096保 険

9661,139△ 225914

51749057547

56053261593投 資 信 託

3,7183,684523,736預 り 資 産

25年6月末比
26年6月末

（参考）

26年3月末
25年6月末

（単位：億円） （単位：億円）

（単位：億円） （単位：億円）

（単位：億円） （単位：億円）

①　貸出金残高

②　預金等残高

③　預り資産残高

以　上
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